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下北地区統合校開設準備委員会の協議内容について（報告） 

 

 

 

本委員会でこれまで協議した内容を次のように取りまとめましたので報告します。 

 

 

 

  



 

１ 下北地区統合校開設準備委員会の設置趣旨及び協議 

下北地区統合校開設準備委員会（以下「開設準備委員会」という。）は、令和３年１１月

に策定した青森県立高等学校教育改革推進計画第２期実施計画に基づき、令和９年度に県

立大湊高等学校及び県立むつ工業高等学校（以下「両校」と総称する。）の統合による下北

地区統合校（以下「統合校」という。）の開設に必要な準備を進めるため設置されたもので

す。 

以下は、開設準備委員会で協議を行った内容ですので、県教育委員会におかれては、今

後この報告書を踏まえ、下北地区統合校の開設に向けた検討を行っていただくことを望み

ます。 

 

２ 開設準備委員会における協議事項及び協議結果 

（１）校名案 

 

 

 

 

① 下北
しもきた

総合
そうごう

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

（統合校の校名案にふさわしいと考える委員の理由） 

○ 下北地区の総合高等学校であると明快に理解できる名称である。 

○ 大湊高校の特徴の総合学科と工業高校の統合の新しい学校名としてふさわしいと

思う。 

○ 普通、商業、工業の他に探究の授業への取組も含め総合という表現が良い。 

○ 「むつ」に限定するだけでなく、「下北」と広げることで地域の高校と位置づける意

味でも良い。 

○ シンプルで分かりやすい。 

○ 今後の情勢の変化にも対応できそうで良いと思う。 

○ 学科の枠を越えて教育活動を進めたり、地域と連携し地域産業に貢献していく下北

にある新しい総合高等学校であるということから。 

 

 

「下北総合高等学校」、「むつ大湊高等学校」、「むつ大湊総合工科高等学校」、

「むつ総合高等学校」、「むつみらい高等学校」の５案を本委員会の校名案とする。 

提案理由 

○ 「大湊」と「むつ」の名を残すのではなく、短く分かりやすく「下北」とし

た。 

● 総合学科と工業科が一緒になることから「総合」という表現が良いのではな

いか。 

○ 下北にある唯一の普通、商業、工業の専門学科のある総合高等学校であり、

その中で自分の夢や可能性を信じ、進路選択を考えていく。また、下北にある

企業や地域とつながり連携していく高等学校であると考える。 
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② むつ大湊
おおみなと

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（統合校の校名案にふさわしいと考える委員の理由） 

○ 「むつ工業」「大湊」両校の名前を残し、それぞれの学校の歴史、伝統を継承する学

校であることを示したい。 

○ 同窓会役員会の案。両校の校名を残した形としている。 

○ 「大湊」を残したいという声が多いから。 

○ むつ市という広域自治体と大湊という地域の歴史・地理的な要素を融合させた名称

であり、地域に根ざした教育機関としての役割を象徴している。 

    両校の名前を尊重する形で残すため、卒業生や関係者にとっても心理的な抵抗が少

なく統合に伴う変化の中でも、「昔の面影がある」「自分の出身校が受け継がれている」

という連続性を強く感じ取ることができると思う。 

○ 「むつ」と「大湊」という２つの地名は、地域住民にとって非常に馴染み深いもの

で、校名にこれらを残すことで「我が町の学校」として存在感を維持できると思う。 

  

提案理由 

○ 同窓会役員会で出た案であり、両校の校名を残した形としている。 

○ 「技術と総合力の融合」 

「むつ」と「大湊」という２つの地名は、地域住民にとって非常に馴染み深

いもので、学校名にこれらをそのまま残すことで、「我が町の学校」「地域のシ

ンボル」としての存在感を維持できると思う。 

また、地元企業や行政、地域住民との信頼関係の継続にもプラスになり、特

に、進学・就職の場面でも「地元で根付いた学校」として認識されやすくなる

と思う。 

両校の名前を尊重する形で残すため、卒業生や関係者にとっても心理的な抵

抗が少なく統合に伴う変化の中でも、「昔の面影がある」「自分の出身校が受け

継がれている」という連続性を強く感じ取ることができると思う。 

○ 全国的に「むつ」「大湊」は知名度がある。また、両校の生徒や関係者にとっ

て母校がなくなるのは寂しいなどという思いがあると考えられるため。 

○ 自分が大湊高校の卒業生であり旧職員でもあるので、多くの大湊高校関係者

から大湊高校の今後について話を聞いたが、卒業生・旧職員のほとんどが校名

に「おおみなと」を残してもらいたいと言っている。 

むつ工業高校の卒業生・旧職員も同様と考えられる。 

この２つの理由からどちらか一方の名を残すことは、残らなかった名称の関

係者から相当の抵抗があると考えられる。 

この２つの高校の名をつけるに、「むつ」を先にした方が言葉の座りが良い。 

全く新たな名をつけたとしても、１０年、１５年先の地域の生徒数を考える

と、更なる統廃合の動きが予想され、再度の校名変更もあり得ることから、今

回は、これまでの２つの学校の歴史を重んじて「むつ」と「大湊」の両方を残

すべきだと思う。 

○ 地名は入れた方が良く、分かりやすい校名が良いと思う。 
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○ この先、むつ市に１つの高校となる可能性が高いので、その時に新たな校名を再考、

検討すれば良い。今は、二つの学校の名を残したいという人が多いので、むつ市のむ

つを先に、むつ市の一部の大湊を後にした順で二つの校名を残す案がいいと思う。 

○ 「むつ」と「大湊」の名を残したいという地域の声を反映。 

○ 同窓会役員会で出た案であること、シンプルで分かりやすい点がふさわしいと思っ

た。 

○ 両校の名前を尊重する形で残すのであれば、「むつ」「大湊」の名前を入れる。 

○ 両校の校名が一番分かりやすく残っている。 

 

③ むつ大湊
おおみなと

総合
そうごう

工科
こ う か

高等学校 

 

 

 

 

 

（統合校の校名案にふさわしいと考える委員の理由） 

○ 「むつ工業」「大湊」両校の名前を残し、それぞれの学校の歴史、伝統を継承する学

校であることを示したい。また、総合学科と工業科を擁する学校であることが示せる。 

○ グローバル化やＤＸ化の進展に伴う産業界のニーズの変化を踏まえ、統合により工

業教育の内容も進化することから、先進的で魅力ある教育活動から得る実践的な「技

術・知識」など、新たな時代を切り拓く学校としてふさわしい名称。 

○ 多彩な学び、両校の名称が残る。 

○ 両校の名が残り、総合工科として両校の特色をイメージできる。 

○ 総合学科と工業系学科の両方を持つ教育内容を明示し分かりやすい校名。文系・理

系・工業系の多様な学びが可能な学校であること。 

○ どちらの学校のそれぞれの技術を総合工科と名付けているのが良い。 

○ 工業学科・総合学科があることが分かりやすい。 

 

④ むつ総合
そうごう

高等学校 

 

 

 

 

 

（統合校の校名案にふさわしいと考える委員の理由） 

○ “総合”にすべてのこどもたちの可能性を拓くとの思いを込めたい。 

○ 短く、シンプル、覚えやすい。 

提案理由 

○ むつ工業高校の「むつ」と大湊高校の「大湊」を組み合わせ、両校名を残し

たい。多彩な学びを実現する学校ということで「総合」を付した。 

さらに工業高校の継承校であることを示すために「工科」を添えた。 

提案理由 

○ 高等学校の名には、地名を入れるべきと考え「むつ」とした。 

大湊高校とむつ工業高校の統合ということより、「総合」という名をつけるこ

とがふさわしいと思った。 
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○ 大湊高校とむつ工業高校の統合ということで、「総合」という言葉がふさわしいと考

えた。 

   また、むつ・大湊とくくるより、シンプルで分かりやすい。 

○ シンプルで分かりやすい。 

○ 今後の情勢の変化にも対応できて良いと思う。 

○ 場所が「むつ」にある総合高等学校なので。 

 

⑤ むつみらい高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）目指す人財像・学校像 

 

 

 

 

（３）総合学科の系列 

 

 

（主な意見） 

○ 現在の大湊高校の４つの系列は、生徒のニーズと地域の特性を考慮し、平成１４年

に設置されたものであり、それ以来、熟成を重ね現在に至っている。よって、この４

系列を統合校に引き継いでいくことができたら良いと思う。 

○ 昨年度、大湊高校は「キャリア教育優良教育委員会、学校及びＰＴＡ団体等文部科

学大臣表彰」を受賞していることから、ぜひこの系列を統合校でも継承してほしい。 

 

（４）特色ある教育活動 

 

 

 

 

 

提案理由 

○ 地域とともに歩み、生徒が未来に向かって力強く羽ばたくための力を育む学

校になることを願い、全国初のひらがなの市の精神を受け継ぐ形で「むつみら

い高等学校」としたい。「むつ」を冠することで、むつ市という地域に根差して

いることを明確に示し、生徒と住民の愛着や誇りを育むことにつながる。ま

た、「みらい」には総合学科と工業科の特性を生かした「未来を切り拓く力を育

む教育拠点」になることへの希望が込められている。なお、「大湊」の名は残ら

ないが、大湊高校川内校舎と同様、大湊高校の歴史、伝統等は統合校に引き継

がれるものと考える。 

下北地区統合校教育内容等情報交換会における意見を踏まえ、県教育委員会及

び開設準備室で検討を進めてもらいたい。 

本委員会における意見を踏まえ、開設準備室で検討を進めてもらいたい。 

下北地区統合校教育内容等情報交換会での意見、下北地区統合校検討委員会か

らの要望、学校関係団体、産業関係団体との情報交換等における意見及び統合対

象校からの提案を基本としつつ、本委員会における意見を踏まえ、開設準備室で

検討を進めてもらいたい。 
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（引き継ぎたい教育活動に係る統合対象校からの提案） 

〔大湊高校〕 

○ 「下北ＢＯＵＳＡＩネットワーク」を統合校でも継続したい。また、大湊高校で実

施している、様々な生徒のニーズに合わせた学習やオプション（選択肢）を組み込ん

でいくＵＤＬ（学びのユニバーサルデザイン）の研究や長く実施してきているねぶた

運行を継続できれば良い。 

 

（主な意見） 

○ 下北ＢＯＵＳＡＩネットワークでは、複数の学校が共同で本当に素晴らしい実践を

行っている。また、むつ工業高校においても、民間団体等との共同研究や生徒の自主

研究の発表を公開している。両校の素晴らしい活動をぜひ継続してほしい。 

○ 例えば、工業科の生徒が大学進学で数学Ⅲが必要となった場合、工業科にその科目

がなくても、総合学科に開設している数学Ⅲを履修できるというように、大学科を越

えた履修についても可能となるよう検討してほしい。 

○ 統合校においても、例えば、機械科では、機械加工、ロボット制御の類型、電気・

エネルギー科では、電気、エネルギーの類型を設定するなど、生徒の進路志望に合わ

せて選択できる学習形態を作ることができれば良いと考えている。また、特色ある教

育活動として、様々な資格取得に関する意見等を多くいただくが、学習指導要領にお

いては、直接的に資格取得が目的となっているものはない。一部の科目においては、

探究的な活動を取り入れたり、教科内でバランスを取ったりしながら資格取得を目指

すものもあるが、一概に科目イコール資格取得ではないということを踏まえながら教

育活動を考える必要がある。 

 

（５）総合学科と工業科の連携 

 

 

 

 

（主な意見） 

○ 総合学科の健康福祉系列の生徒と工業科の生徒が共同で、医療機器の設計や改良を

行うプロジェクトなどを実施できたら良い。また、総合学科と工業科を越えた自由選

択科目を設定し、相互に履修することができれば良い。特に、両校ではＳＴＥＡＭ教

育、アントレプレナーシップ教育をそれぞれの立場から行ってきていることから、良

い形で融合させることができれば、波及効果があるのではないか。 

○ 統合校の教育活動は、アントレプレナーシップと教科横断的な学習がメインだと思

っている。また、大学科を越えての自由な選択履修ができれば良い。統合校では、下

北版のＳＴＥＡＭ教育を行うことができれば、生徒たちにとって素晴らしいことだと

考える。これらの取組によって、総合的な探究の時間や課題研究を充実させ、キャリ

ア教育につなげていくことができれば、充実した教育課程の実現が図られるのではな

いかと考える。 

 

下北地区統合校教育内容等情報交換会での意見を基本としつつ、本委員会にお

ける意見を踏まえ、開設準備室で検討を進めてもらいたい。また、教育課程の編

成などに向けてワーキンググループを設置し、検討を進めてもらいたい。 
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（６）特色ある教育活動や総合学科と工業科の連携を踏まえた施設整備 

 

 

 

（主な意見） 

○ 基礎・基本を確実に身に付けられるような設備、先端の工業技術に触れることがで

きる設備が必要である。また、地域の産業関係者が製品開発や実験をすることができ

る機能を統合校に持たせることができれば、魅力ある学校になるのではないか。 

○ 県内で統合校にしかない設備があれば良い。各県立高校の設備を相互利用すること

ができれば、県立高校の強みとして公立離れを防ぐことができる。 

 

（７）制服 

 

 

 

 

（主な意見） 

○ こどもや地域など様々な方の声を聞きながら新たに制服を制定してほしい。 

○ 他地区の生徒にも入学してもらえるような、着てみたいと思えるような新たな制服

を作ってほしい。 

○ 保護者の意見も重視してほしい。 

○ 制服の価格も大事な論点だと思う。 

○ 女子生徒のスラックスも選択肢としてあった方が良い。 

○ ワーキンググループの中で話をして両校の伝統を尊重していければ良いと思う。 

 

（８）校訓・校章・校歌 

 

 

 

（主な意見） 

○ スクール・ミッション、スクール・ポリシー等と整合性を図る必要がある。 

○ むつ市にゆかりのある作曲家に会った際、校歌のことを話題にしたところ、「地域の

ために協力できることがあるかもしれない」と話していたので参考としていただきた

い。 

○ こどもたちから校歌に入れてほしい言葉を募集し、その言葉とともに地元や青森県

を代表する方に依頼することも考えられる。 

○ 校訓や校章を在校生に考えてもらうのはどうか。 

  

両校の教職員等によるワーキンググループによって、新たな制服を制定する方

向で、業者の選定、デザイン等の検討を進め、デザインの検討などに当たっては、

可能な限りこどもたちの意見を取り入れるように工夫してもらいたい。 

校訓・校章・校歌を新たに制定する方向を基本とし、制定方法については、本

委員会における意見を踏まえ、開設準備室で検討を進めてもらいたい。 

特色ある教育活動や総合学科と工業科の連携が効果的なものになるよう、本委

員会における意見を踏まえ、開設準備室で検討を進めてもらいたい。 
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○ 校訓は両校の生徒会で考えてもらい、校章のデザインを生徒に募集することは考え

られる。生徒に募集するのであれば、統合校のイメージをきちんと理解してもらう必

要がある。 

 

（９）部活動 

 

 

 

（主な意見） 

○ こどもたちの選択肢を広げるためにも、両校における部活動を全て引き継いでもら

いたい。また、新たな部活動の設置も検討してほしい。 

○ こどもや保護者等が統合校に期待するものとして部活動も含まれると思う。こども

たちのために選択肢がたくさんあった方が良いのではないか。 

○ むつ市では、今年度から中学校の部活動がむつ☆かつに移行し、部活動の選択肢が

増えたが、中学生の半分程度が加入していないという実態がある。両校での部活動を

統合校でも設置してほしいが、入部しない生徒の方が多くなるのではないか。多くの

部活動を設置するとしても、愛好会としての活動や休部になることも想定される。 

○ 部活動の活動場所についても生徒に不都合が生じないよう配慮してほしい。 

 

（10）統合対象校間の連携 

 

 

 

（主な意見） 

○ 体育祭や文化祭などの学校行事における連携、性教育講座や薬物乱用防止教室など

におけるオンラインも活用した連携が考えられる。また、インターンシップ、学習成

果発表会、ＰＴＡ活動における連携も可能だと思う。 

○ 進学や資格取得に関する講習についても連携する必要がある。 

○ 指導方針の方向性の確認など教職員における連携も必要である。 

○ 連携した取組や連携する際の移動に関する経費等について、県教育委員会から十分

に支援してほしい。また、両校における兼務も考えられるが、授業時数が増加しない

よう教員への配慮をお願いしたい。 

 

（11）記念物品の展示 

 

 

 

  

両校における全ての部活動を引き継ぎつつ、新たな部活動の設置を含め、開設

準備室で検討を進めてもらいたい。 

本委員会における意見を踏まえ、様々な場面において連携を深めてもらいた

い。 

本委員会における意見を踏まえ、開設準備室で検討を進めてもらいたい。 
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（主な意見） 

○ 賞状やトロフィー等については、これまでの歩みを伝えることができる常設の展示

スペースを確保してほしい。また、多くの記念物品があるため、保管するスペースが

必要である。 

○ できれば歴代校長の写真も展示してほしい。 

○ 今後行われる改修や新築の設計において展示スペース等を検討してほしい。 

 

（12）事務の引継ぎ 

 

 

 

（主な意見） 

○ むつ工業高校で行っている資格に関する帳簿管理、免許証の発行等の事務も引き継

ぐ必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（13）その他 

○ 両校に入学する生徒に対し、入学時に示している教育課程（履修できる科目）や部

活動を他校教員の兼務等により維持するなど、卒業まで教育活動等が保障されるよう

お願いしたい。 

  

両校、統合校及び県教育委員会が連携を図りながら、事務の引継ぎを進めても

らいたい。 

【参考：事務の引継方針】 

１ 各種証明書の発行 

  両校の卒業生に対する卒業証明書や成績証明書等の各種証明書の発行につ

いては、統合校がその事務を引き継ぐ。 

  なお、これまでの例にならい、両校の閉校後、令和１１年度から、県教育委

員会ホームページに両校の卒業生向けのページを作成し、各種証明書の発行等

に係る案内を掲載する。 

 

２ 教育実習生の受入れ 

  両校の教育実習生については、統合校において受け入れることとする。 

  なお、教育実習の希望者が多数となるなど、統合校での受入れが困難な場合

は、県教育委員会から他の県立高等学校長へ受入れを要請する。 

 

３ 指導要録等の引継ぎ 

  指導要録、沿革に係る資料の保存・管理等については、統合校が引き継ぐ。 

  また、その他物品の移動等については、閉校までに両校、統合校及び県教育

委員会において十分に情報を共有し対応することとする。 
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５ 下北地区統合校教育内容等情報交換会における意見のまとめ 

 

６ 要望書（下北地区統合校検討委員会） 

 

７ 学校関係団体、産業関係団体等との情報交換等における意見 
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１ 下北地区統合校開設準備委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１ 青森県立大湊高等学校及び青森県立むつ工業高等学校（以下「両校」と総称する。）

の統合による下北地区統合校（以下「統合校」という。）の開設に必要な準備を進めるた

め、下北地区統合校開設準備委員会（以下「開設準備委員会」という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２ 開設準備委員会は、次に掲げる事項について協議、検討し、青森県教育委員会教育長

（以下「教育長」という。）に報告する。 

（１）統合校の名称、目指す人財像及び特色ある教育活動に関すること。 

（２）その他統合校の開設準備に関すること。 

 

（組織） 

第３ 開設準備委員会は、委員及びオブザーバーで組織する。 

２ 委員は、別記１に掲げる者のうちから教育長が委嘱又は任命する。 

３ オブザーバーは、別記２に掲げる者をもって構成する。 

４ オブザーバーは、開設準備委員会の会議に出席し、委員の求めに応じて情報提供するも

のとする。 

５ 第５第１項に規定する委員長は、開設準備委員会の会議に必要な資料作成等を行うため、

必要に応じて、両校の教職員で組織する作業部会を設置することができる。 

 

（任期） 

第４ 委員の任期は、委嘱又は任命した日から令和８年３月３１日までとする。 

 

（委員長等） 

第５ 開設準備委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選により定める。 

３ 委員長は、開設準備委員会を主宰する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、

その職務を代行する。 

 

（会議） 

第６ 開設準備委員会の会議は、委員長が招集する。 

 

（庶務） 

第７ 開設準備委員会の庶務は、青森県教育庁高等学校教育改革推進室及び両校において処

理する。 

 

（その他） 

第８ この要綱に定めるもののほか、開設準備委員会の運営に関し必要な事項は、別に定め

る。 
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   附 則 

１ この要綱は、令和７年４月１１日から施行する。 

２ この要綱の施行後最初に開催される開設準備委員会の会議は、第６の規定にかかわらず、

教育長が招集する。 

 

 

 

別記１ 

 

 開設準備委員会委員 

１ 両校の校長の職にある者 

２ 両校のＰＴＡ、同窓会、後援会等のうち各校の校長が推薦した者 

３ むつ市教育委員会教育長の職にある者 

４ 地域の学校教育関係者として学識経験を有する者であって、教育長が特に必

要と認める者 

５ むつ市の産業界関係者のうち同市に所在する経済団体の長が推薦した者 

６ 下北地方中学校長会のうち同会の長が推薦した者 

７ 青森県ＰＴＡ連合会のうち同会の長が推薦した者 

 

 

別記２ 

 

 開設準備委員会オブザーバー 

１ 両校の教頭及び事務長の職にある者 

２ 両校の教職員のうち各校の校長が特に必要と認める者 
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２ 下北地区統合校開設準備委員会委員及びオブザーバー名簿 

（敬称略） 

 氏 名 所 属 等 

委 

員 

伊藤  文一 青森県立大湊高等学校 校長 〔副委員長〕 

野呂  政幸 青森県立むつ工業高等学校 校長 〔副委員長〕 

平内 真一郎 青森県立大湊高等学校ＰＴＡ 会長 

又村 彰 青森県立大湊高等学校同窓会 会長 

佐々木 一浩 青森県立大湊高等学校後援会 理事長 

山川 隼 青森県立むつ工業高等学校ＰＴＡ 会長 

木村 努 青森県立むつ工業高等学校同窓会 会長 

吉田 成人 青森県立むつ工業高等学校後援会 理事長 

阿部 謙一 むつ市教育委員会 教育長 

山本 隆悦 
（地域の学校教育関係者） 

元県立野辺地高等学校 校長 〔委員長〕 

髙屋 龍一 むつ商工会議所 監事 

濱中 亮輔 むつ市川内町商工会 理事 

畑中 祐美子 大畑町商工会 副会長 

成田 真紀 
（下北地方中学校長会） 

むつ市立近川中学校 校長 

髙松 笑子 
（青森県ＰＴＡ連合会） 

むつ市立田名部中学校ＰＴＡ 会員 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー 

畑中  俊光 青森県立大湊高等学校 教頭 

山田 一二美 青森県立大湊高等学校 事務長 

軽部 和佳子 青森県立大湊高等学校 教務主任 

坂下 哲也 青森県立むつ工業高等学校 教頭 

麥澤  美穂 青森県立むつ工業高等学校 事務長 

加藤 始 青森県立むつ工業高等学校 教務主任 

坪 大輔 青森県立むつ工業高等学校 設備・エネルギー科主任 
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３ 下北地区統合校開設準備委員会の協議経過 

 

回 年 月 日 内 容 

１ 令和７年５月１９日 ○統合校の目指す人財像・学校像について 

○校名案の決定方法について 

○制服の方向性について 

２ 令和７年７月１７日 ○校名案の方向性について 

○総合学科の系列の方向性について 

○特色ある教育活動の方向性について 

○総合学科と工業科の連携の方向性について 

３ 令和７年１０月２７日 ○校名案の方向性について 

○校訓・校章・校歌の方向性について 

○部活動の方向性について 

○特色ある教育活動や総合学科と工業科の連携を踏まえ

た施設整備の方向性について 

４ 令和７年１２月１９日 ○統合対象校間の連携の方向性について 

○記念物品の展示の方向性について 

○事務の引継ぎの方向性について 

○下北地区統合校開設準備委員会報告書（案）について 

 

 

 

４ 下北地区統合校の校名案候補に対する意見募集の結果 

 

○意見募集期間 

令和７年８月１日（金）から令和７年９月８日（月）まで（３９日間） 

 

○意見提出人数及び件数 

意見提出者       １９５人 

校名案候補に対する意見 ２１１件 

その他特筆すべき意見   １２件 
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下北地区統合校教育内容等情報交換会における意見のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年３月１３日 
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１ 下北地区統合校教育内容等情報交換会の開催趣旨について 

  下北地区統合校教育内容等情報交換会（以下「情報交換会」とする。）は、青森県

立大湊高等学校及び青森県立むつ工業高等学校（以下「関係校」とする。）の統合に
よる下北地区統合校の開設に当たり、令和７年度に設置する開設準備委員会における
検討を更に充実させるため、開催されたものです。 
以下は、情報交換会で出された意見をまとめたものですので、開設準備委員会では、

これらの意見も踏まえて、協議していただくことを望みます。 
   
２ これまでに出された意見について 
（１）目指す人財像・学校像 

〈目指す人財像〉 

○ 社会の発展を担う幅広い視野を持ち、課題発見・解決に向けて、主体的・協働的
に取り組む人財。 

○ グローバル社会で通用する視点や能力を有し、国内外に情報発信する能力を備え

た人財。 
○ 多様性を尊重する心やふるさとを愛する心を備え、地域で活躍できる人財。 
○ 工業分野における専門知識・技術、倫理感を身に付け、新たな価値を創造し、よ
り良い地域を実現しようとする人財。 

○ 新しい時代を生き抜く起業家精神などの資質・能力を備えた人財。 

〈目指す学校像〉 

○ 地域課題等の解決に向けた実践的な取組により、郷土を愛する心、主体的に課題

を発見・解決する力、地域に価値を見出し地域ブランドを確立する力などを育成す

る学校。 

○ 産学官協働による実践的な学びにより、工業分野における専門知識・技術、倫理

感や、未知の領域へ果敢に挑戦し、新たな価値を見出す力を育成する学校。  

○ 学科・系列の横断的な学びの充実により、多様性を尊重する心、コミュニケーシ

ョン能力、マーケティングに関する知識、情報収集及び処理能力を育成する学校。 

○ アントレプレナーシップ教育の充実により、起業家精神などの資質・能力を育成

する学校。 

○ キャリア教育の充実により、小学校・中学校・高校の継続的なキャリア教育の拠

点となる学校。 

○ 関係校の強みを組み合わせた学校。 

○ 自身の資質向上を図りながら、協力し合い、物事を成し遂げられる力を身に付け

ることができる学校。 

○ ＩＣＴの活用等により、地域性を超えた学びを実現する学校。 
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（２）特色ある教育活動 

〈引継ぎが考えられる教育活動〉 

○ 地域のことを学び、地域と交流する教育活動。 

〇 大湊高校で取り組んでいる探究活動や「外まなび部」などの教育活動。 

○ 地域や企業、研究機関との連携による共同開発など、地域に貢献する教育活動。 

○ 成果発表会の開催など、地元の中学校に高校を知ってもらう教育活動。 

○ 第三種電気主任技術者認定校の要件を満たした教育課程。 

〈新たに考えられる教育活動〉 

○ 実践型のインターンシップの拡大や、地域の小・中学校と高校による系統的なキ

ャリア教育の推進、関係校それぞれのキャリア教育の強みの融合などにより、生徒

の多様な進路へ対応する教育活動や進路指導の充実。 

〇 総合学科と工業科の併置によるメリットを生かし、補習等で工業簿記を行うな

ど、職業資格の取得につながる教育活動。 

 

（３）総合学科と工業科の連携 

○ 総合学科と工業科の併置によるメリットを生かした学科・系列等の横断的な学び
により探究学習の充実と深化を図る。 

○ 学科・系列の専門性や系統的な教育活動を基本としつつ、以下のような教科・科
目の履修選択の枠組みを検討することも考えられる。 

 （自然科学系列と工業科の連携） 
  ・ 製品の共同開発、試作、データ分析のものづくりの一連形態を学習。 
  ・ 自然科学系列の生徒が、工業科の設備を活用することで、高いレベルの研究

等による進路選択の幅の広がり。 
 （健康福祉系列と工業科の連携） 

・ ユニバーサルデザインや地域の医療福祉分野に関する調査・研究から、もの
づくりへつなげることによる教育活動の充実。 

・ 健康福祉系列の生徒が介護実習等において、介護備品の不便と思う点に対
し、工業科の技術を取り入れ、その不便さの解消。 

（情報ビジネス系列と工業科の連携） 
・ 情報コースにおいて、資格指導や、情報技術分野の知識・技術の高度化によ
るビッグデータの解析・活用方法などの学習の充実。 

・ 多面的な地域課題の発見・解決に向けて、工業科がつくり上げた製品を活用
して、地域ブランディング力やマーケティング力を育成する取組。 

・ 高性能な設備の使用や、専門性を有した教員の指導による、分野横断的な学
びの受講。 

○ 生徒が興味・関心や進路志望に応じて、主体的に取り組めるよう、専門の教科・

科目だけでなく、課題研究等での連携・実践を通して、思考力や探究力などの力を

育むとともに、知識や技術を習得し、地域を支える人財育成にもつなげる。 
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要 望 書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下北地区統合校検討委員会 
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令和６年１１月２７日 

青森県教育委員会 

 

教育長 風 張 知 子 様 

 

 

 

 む つ 市 長         山 本 知 也    

 

 

下北地区統合校検討委員会 座長 高 橋   興    

 

 

 

要 望 書 

 青森県教育委員会教育長始め教育委員の皆様におかれましては、本県の教育振興

に日頃より御尽力されておりますことに、心から敬意と感謝を申し上げます。 

私たちは、青森県立高等学校教育改革推進計画第２期実施計画における下北地区

統合校に関しまして、むつ市に事務局を置く「下北地区統合校検討委員会」を令和

５年度に設置し、これまでに会議を６回開催してきました。 

「教育内容や校舎のあり方等について下北地域の意見を届ける」ことを目的と

し、学識経験者、学校教育関係者、ＰＴＡ関係者及び産業界関係者で構成される委

員が、それぞれの知見をもとに、活発な議論を重ねてまいりました。さらに、オブ

ザーバーとして、下北地区及び横浜町の教育長にも御出席いただき、貴重な御意見

をいただいております。 

私たちは、地域の未来を担う生徒たちが下北地区統合校において、地域の特色を

生かした最良の教育環境で成長できることを希望しております。 

つきましては、下北地区統合校の設置に当たり、その教育内容や校舎のあり方

等、開校に向けて必要な下記の事項について検討し、実現されますよう強く要望し

ます。 

また、当該検討委員会において、委員から要望結果について確認する必要がある

との御意見もいただいておりますことから、本要望書に対する御回答をいただきた

いと存じますので、御対応のほどよろしくお願い申し上げます。 

なお、いただいた御回答につきましては、次回の検討委員会で委員の皆様に御報

告させていただきます。 
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記 
 

要望項目１．生徒たちが望み、地域が必要とする学科とし、多様な教育環

境・カリキュラムを整備すること 

【要望事項】 

（１）地域特性を生かした科目及び今後求められる人材育成に必要な科目を設定する

こと。 

①海洋科学、環境科学、原子力・自然エネルギー、ＩＣＴ等の研究者や技術者

の育成に寄与する科目 

②看護師、介護士、保育士等、地域が必要とする職種につながる科目 

（２）資格取得に有効な現行の科目を維持・継続すること。 

（３）資格取得に有効となる新たな科目を創設すること。 

（４）第三種電気主任技術者認定校の機能を継続すること。 

（５）学校権限で地域と相談なく変わることのないよう、青森県教育委員会として、

科目を保障すること。 

（６）特色ある教科を教えることができる教員を配置すること。 

（７）県内の他の拠点校と連携し、オンラインでの履修を可能とすること。 

（８）オンライン授業に対応できる環境を整備し、世界中の学校と交流できるグロー

バルな教育を実現すること。 

（９）多様な生徒がものづくりを通じて、実社会で通用する技能を育成しながら資格

取得を目指すことが可能となる、工業高校の良さを最大限に生かした定時制課

程を併設すること。 

 

 

要望項目２．生徒たちが行きたいと思える新校舎にすること 

【要望事項】 

（１）生徒が愛着と誇りを持ち、また、地域に親しまれる校舎とすること。 

（２）地域の特色を生かした、魅力的で個性的な校舎とすること。 

（３）地域の意見を取り入れた学校づくりを実現する校舎とすること。 

（４）地域との連携等、様々な用途で使用できるオープンスペースを設置すること。 

（５）オンラインでの履修、さらに、企業や大学とのつながりが実現できるように盤

石なネットワーク環境を整備すること。 

（６）太陽光発電を取り入れる等、地球環境に配慮し、更に災害に強い学校にするこ

と。 

（７）食環境の充実及び健康増進のため、食堂や軽食を提供する場を設置すること。 

（８）県立高等学校教育改革推進計画第３期実施計画（田名部高等学校、大間高等学

校及び下北地区統合校の今後）を見据えた校舎のあり方を検討し、地域の理解

を得ながら計画を進めること。 
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要望項目３．現校舎を利活用すること 

【要望事項】 

（１）大学の学部の誘致等、閉校した後の校舎やグラウンド、生徒会館等の財産の利

活用について検討すること。 

 

 

要望項目４．部活動・体育活動に支障のないグラウンドを整備すること 

【要望事項】 

（１）活動場所や設備等について、大湊高等学校、むつ工業高等学校及び下北地区統

合校の教育活動が重複する令和９年度からの２年間において、３つの高校で差

異が出ない取組を実施すること。 

（２）現在活動している部活動をそのまま存続させ、そのために必要な環境を整える

こと。さらに、魅力ある部活動のあり方を具体的に検討し、生徒に多様な選択

肢を与えること。 

（３）下北地区統合校が開校してすぐに通年で使用できるように、各部活動の練習場

所を確保すること。また、野球場とグラウンドは併置案とせず、現在の大湊高

等学校又はむつ工業高等学校のグラウンドの積極的な活用を検討し、移動手段

についても確保すること。 

（４）活動場所が既存の設備で確保できなかった場合は、野球場やグラウンドの新設

を検討すること。 

（５）グラウンド工事によって、本来の活動が制限されることのない工事スケジュー

ルにすること。 

（６）団体競技等は、大湊高等学校、むつ工業高等学校及び下北地区統合校との合同

でのチームづくりにより、試合や大会の出場を可能とする等の配慮をすること。 

 

 

要望項目５．その他の課題への対策 

【要望事項】 

（１）下北や県内・県外から通う生徒のため、寮や下宿の整備を検討すること。 

（２）大湊高等学校が閉校になることで、通学が困難になる等の影響を受ける生徒の

ために、スクールバスの運行又は通学費を支援すること。 

（３）「青森県立高等学校魅力づくり検討会議」や「青森県教育改革有識者会議」、ま

た、今後新設される、下北地区統合校に係る「開設準備委員会」における委員

の意見を十分に反映させた学校づくりをし、地域の意見に耳を傾けること。 

（４）下北地区統合校の開校に向けた進捗状況等について、情報を開示し、地域の理

解を進めながら計画を遂行すること。 

（５）野球場やグラウンドの整備に関して、むつ工業高等学校に隣接するむつ市所有

の土地を有効活用できるか検証し、利活用に向けて前向きに検討すること。 
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１
　
教
育
内
容
、
資
格
に
関
す
る
こ
と

N
o
.

ご
意
見

対
応

1

　
総

合
学

科
、

工
業

科
以

外
の

新
学

科
を

設
置

し
て

も
良

い
の

で
は

な
い

か
。

　
地

区
意

見
交

換
会

や
地

区
懇

談
会

、
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト
等

に
お

い
て

、
い

た
だ

い
た

ご
意

見
の

一
つ

一
つ

を
参

考
と

し
な

が
ら

、
教

育
委

員
会

会
議

で
慎

重
に

検
討

を
重

ね
、

第
２

期
実

施
計

画
に

お
け

る
下

北
地

区
統

合
校

の
学

科
を

「
総

合
学

科
３

学
級

、
工

業
科

２
学

級
」

と
決

定
し

た
も

の
で

す
。

な

お
、

統
合

校
開

設
時

に
お

け
る

新
し

い
学

科
の

設
置

は
想

定
し

て
お

り
ま

せ
ん

。

2

　
統

合
校

で
の

学
び

や
将

来
の

進
路

等
が

不
明

確
で

あ
る

た
め

、
中

学
生

が
夢

を
持

っ
て

受
検

し
た

い
と

思
う

よ
う

、
教

育
方

針
や

授
業

内
容

、
特

色
あ

る
活

動
等

を
明

確
に

し
て

ほ
し

い
。

3

　
大

湊
高

校
と

む
つ

工
業

高
校

の
授

業
を

引
継

ぐ
だ

け
で

は
足

り
な

い
。

新
し

い
学

校
で

は
新

し
い

教
育

を
す

べ
き

。

4
　

統
合

校
開

設
に

当
た

っ
て

は
、

新
た

な
総

合
学

科
、

工
業

科
を

つ
く

る
と

い
う

気
持

ち
で

臨
ん

で
ほ

し
い

。

5

　
統

合
校

の
校

歌
や

校
訓

等
は

、
統

合
校

に
１

年
目

に
入

学
す

る
こ

と
と

な
る

中
学

生
か

ら
公

募
す

る
等

、
オ

ー
プ

ン
に

検
討

し
て

ほ
し

い
。

6

　
学

科
が

決
ま

っ
て

い
る

と
し

て
も

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
や

原
子

力
等

を
学

べ
る

コ
ー

ス
の

設
置

等
を

検
討

す
べ

き
。

学
校
関
係
団
体
、
産
業
関
係
団
体
等
と
の
情
報
交
換
等
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

　
下

北
地

区
統

合
校

の
学

科
及

び
学

級
数

は
総

合
学

科
３

学
級

（
現

在
の

大
湊

高
校

の
４

系
列

を
基

本
）

、
工

業
科

２
学

級
（

機
械

科
、

電
気

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

科
）

と
決

定
し

て
お

り
、

教
育

内
容

は
現

在
の

大
湊

高
校

及
び

む
つ

工
業

高
校

の
も

の
を

基
本

と
し

検
討

を
進

め
る

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
が

、
具

体
的

な
教

育
課

程
の

編
成

等
に

つ
い

て
は

時
代

の
変

化
に

合
わ

せ
た

も
の

と
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
統

合
校

開
設

の
２

年
前

と
な

る
令

和
７

年
度

に
設

置
す

る
開

設
準

備
委

員
会

に
お

け
る

検
討

内
容

等
を

踏
ま

え
、

令
和

８
年

度
に

設
置

す
る

開
設

準
備

室
に

お
い

て
決

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

【
令

和
７

年
度

開
設

準
備

委
員

会
】

　
統

合
校

の
新

た
な

名
称

、
目

指
す

人
財

像
、

特
色

あ
る

教
育

活
動

等
に

つ
い

て
協

議
す

る
と

と
も

に
、

統
合

の
対

象
と

な
る

学
校

間
に

お
け

る
連

携
の

在
り

方
や

各
校

の
あ

ゆ
み

を
伝

え
る

た
め

の
資

料
の

展
示

等
に

つ
い

て
情

報
共

有
し

ま
す

。

【
令

和
８

年
度

開
設

準
備

室
】

　
開

設
準

備
委

員
会

に
お

け
る

協
議

結
果

を
踏

ま
え

、
統

合
校

の
教

育
課

程
の

編
成

、
制

服
デ

ザ
イ

ン
委

託
、

校
歌

・
校

章
作

成
、

校
則

・
校

務
分

掌
・

学
校

要
覧

な
ど

校
内

諸
規

程
の

整
備

等
、

開
校

に
向

け
た

具
体

的
な

準
備

を
進

め
ま

す
。
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ご
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見

対
応

7

　
開

設
準

備
委

員
会

を
設

置
し

、
統

合
校

の
教

育
内

容
等

に
つ

い
て

協
議

す
る

令
和

７
年

度
に

は
、

統
合

校
を

受
検

す
る

子
は

す
で

に
中

学
２

年
生

で
あ

る
。

教
育

内
容

等
の

検
討

時
期

が
あ

ま
り

に
遅

い
と

懸
念

し
て

い
る

。

8

　
令

和
７

年
度

の
開

設
準

備
委

員
会

に
お

け
る

協
議

の
際

、
学

校
づ

く
り

や
教

育
内

容
、

校
舎

の
在

り
方

に
つ

い
て

議
論

す
る

余
地

が
な

く
な

る
と

思
っ

て
い

る
。

今
か

ら
検

討
委

員
会

を
設

置
し

、
地

域
と

と
も

に
議

論
を

進
め

て
ほ

し
い

。
統

合
校

に
は

未
来

が
か

か
っ

て
い

る
。

１
＋

１
＝

２
で

は
な

く
、

３
に

も
４

に
も

な
る

よ
う

な
学

校
に

し
て

ほ
し

い
。

幅
広

く
地

域
と

統
合

校
に

係
る

議
論

を
行

い
、

長
き

に
渡

っ
て

愛
さ

れ
る

学
校

に
な

っ
て

ほ
し

い
。

9

　
統

合
校

に
お

け
る

「
第

三
種

電
気

主
任

技
術

者
認

定
校

」
は

維
持

で
き

る
の

か
。

　
現

在
も

む
つ

工
業

高
校

で
は

「
第

三
種

電
気

主
任

技
術

者
認

定
校

」
の

要
件

に
必

要
な

「
２

６
単

位
を

越
え

た
電

気
工

学
等

に
関

す
る

科
目

」
を

履
修

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

こ
の

認
定

校
に

つ
い

て
は

、
統

合
校

で
も

維
持

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

Ｎ
Ｏ

2
~

6
参

照

22



N
o
.

ご
意
見

対
応

1
0

　
第

三
種

電
気

主
任

技
術

者
認

定
校

の
要

件
の

１
つ

と
し

て
、

電
気

工
学

等
に

関
す

る
科

目
を

２
６

単
位

以
上

開
設

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

必
履

修
科

目
や

専
門

科
目

も
あ

る
中

、
更

に
学

科
の

枠
を

越
え

た
科

目
履

修
は

本
当

に
可

能
な

の
か

。

　
学

科
の

枠
を

越
え

た
科

目
履

修
は

可
能

と
考

え
て

お
り

、
工

業
科

の
生

徒
が

進
学

の
た

め
に

理
科

や
数

学
等

を
選

択
し

た
り

、
総

合
学

科
の

生
徒

が
工

業
に

つ
い

て
学

ぶ
た

め
の

科
目

を
設

定
し

た
り

す
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
ま

す
。

な
お

、
具

体
的

な
教

育
課

程
の

編
成

等
は

、
令

和
７

年
度

の
開

設
準

備
委

員
会

で
の

検
討

を
経

て
、

令
和

８
年

度
に

設
置

す
る

開
設

準
備

室
に

お
い

て
検

討
す

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。

　
課

題
研

究
の

授
業

に
お

い
て

は
、

工
業

科
の

生
徒

が
健

康
福

祉
系

列
と

連
携

す
る

こ
と

で
、

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

学
び

、
も

の
づ

く
り

に
生

か
す

こ
と

な
ど

が
想

定
さ

れ
ま

す
。

　
ま

た
、

授
業

以
外

の
教

育
活

動
に

お
い

て
は

、
総

合
学

科
と

工
業

科
と

い
う

異
な

る
２

学
科

が
併

置
さ

れ
る

こ
と

で
、

様
々

な
個

性
や

価
値

観
に

触
れ

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

互
い

に
切

磋
琢

磨
で

き
る

環
境

が
整

備
さ

れ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

1
1

　
大

湊
高

校
で

今
ま

で
取

れ
な

か
っ

た
放

射
線

や
危

険
物

等
に

係
る

資
格

は
取

れ
る

よ
う

に
な

る
の

か
。

1
2

　
大

湊
高

校
で

取
得

に
取

り
組

ん
で

い
る

資
格

を
知

り
た

い
。

 　
資

格
の

種
類

に
よ

っ
て

は
、

受
験

資
格

が
年

齢
制

限
等

の
み

で
あ

り
、

教
育

課
程

等
に

よ
る

履
修

の
制

限
に

よ
ら

ず
、

生
徒

自
身

の
学

習
で

取
得

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
っ

て
お

り
、

現
在

の
大

湊
高

校
に

お
い

て
も

取
得

可
能

な
資

格
も

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

統
合

校
に

お
い

て
も

、
資

格
の

種
類

に
よ

っ
て

は
取

得
可

能
と

な
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

　
な

お
、

現
在

の
大

湊
高

校
で

は
、

日
本

漢
字

能
力

検
定

、
実

用
英

語
技

術
検

定
、

実
用

数
学

技
能

検

定
、

日
本

商
工

会
議

所
主

催
簿

記
検

定
、

全
国

商
業

高
等

学
校

協
会

ビ
ジ

ネ
ス

計
算

実
務

検
定

、
商

業
経

済
検

定
、

ビ
ジ

ネ
ス

文
書

実
務

検
定

、
情

報
処

理
検

定
、

Ｉ
Ｔ

パ
ス

ポ
ー

ト
、

介
護

職
員

初
任

者
研

修
、

家
庭

科
技

術
検

定
に

対
応

し
て

い
ま

す
。

23



N
o
.

ご
意
見

対
応

1
3

　
授

業
以

外
の

放
課

後
や

長
期

休
暇

中
の

講
習

等
を

活
用

し
、

地
元

の
企

業
を

講
師

に
呼

ぶ
等

し
て

、
資

格
取

得
が

で
き

る
環

境
を

整
え

て
ほ

し
い

。

　
む

つ
工

業
高

校
に

お
い

て
は

、
現

在
、

・
学

科
の

特
性

を
生

か
し

資
格

取
得

の
た

め
の

指
導

体
制

を
構

築
し

、
講

習
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

　
各

学
科

で
は

、
次

の
技

能
士

資
格

取
得

に
向

け
た

講
習

会
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

　
○

機
械

科

　
　

機
械

加
工

（
普

通
旋

盤
作

業
・

マ
シ

ニ
ン

グ
セ

ン
タ

作
業

・
数

値
制

御
旋

盤
作

業
）

や
機

械
検

査

　
（

機
械

検
査

作
業

）
、

機
械

保
全

（
機

械
系

保
全

作
業

）
、

溶
接

技
能

講
習

　
○

電
気

科

　
　

電
気

工
事

士
、

電
気

工
事

施
工

管
理

技
士

、
第

三
種

電
気

主
任

技
術

者

　
○

設
備

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

科

　
　

作
業

建
築

配
管

（
建

築
配

管
作

業
）

、
管

工
事

施
工

管
理

技
士

、
電

気
工

事
士

・
設

備
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
科

１
・

２
学

年
の

生
徒

が
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
知

識
・

技
術

習
得

の
た

め
の

講
習

会
や

出
前

授
業

を
受

講
し

て
ま

す
。

　
大

湊
高

校
に

つ
い

て
は

、
Ｎ

Ｏ
１

１
・

１
２

参
照

。

　
以

上
の

よ
う

な
取

組
を

統
合

校
に

お
い

て
も

実
施

し
、

様
々

な
資

格
が

取
得

で
き

る
よ

う
環

境
を

整
え

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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N
o
.

ご
意
見

対
応

1
4

　
工

業
科

と
総

合
学

科
の

統
合

の
理

念
が

実
現

で
き

る
よ

う
に

、
生

徒
、

保
護

者
、

教
員

の
要

望
が

叶
え

ら
れ

る
よ

う
に

、
お

金
と

人
を

惜
し

み
な

く
投

資
し

て
ほ

し
い

。

1
5

　
両

校
の

部
活

動
や

特
色

あ
る

教
育

活
動

を
統

合
校

に
も

し
っ

か
り

引
き

継
い

で
ほ

し
い

。

1
6

　
他

地
区

と
違

い
、

下
北

地
区

に
は

私
立

高
校

が
な

く
、

中
学

生
は

公
立

高
校

し
か

選
択

で
き

な
い

。
主

役
は

子
ど

も
た

ち
で

あ
る

。
そ

の
こ

と
を

念
頭

に
お

い
て

、
統

合
校

開
設

を
進

め
て

ほ
し

い
。

1
7

　
生

徒
が

大
学

を
卒

業
し

て
む

つ
に

戻
っ

て
く

る
仕

組
み

が
で

き
た

。
こ

の
良

い
ム

ー
ド

を
壊

さ
な

い
よ

う
に

、
統

合
校

を
し

っ
か

り
作

っ
て

ほ
し

い
。

1
8

　
統

合
校

は
た

く
さ

ん
挑

戦
し

、
成

功
と

失
敗

を
た

く
さ

ん
経

験
で

き
る

高
校

に
し

て
ほ

し
い

。
今

の
高

校
は

限
ら

れ
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
中

で
教

育
活

動
を

行
っ

て
お

り
、

生
徒

の
失

敗
経

験
が

少
な

い
と

感
じ

て
い

る
。

地
域

と
の

関
わ

り
を

増
や

し
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
機

会
を

増
や

し
て

ほ
し

い
。

　
開

設
準

備
委

員
会

で
検

討
す

る
事

項
に

つ
い

て
は

、
い

た
だ

い
た

ご
意

見
を

繋
げ

て
い

き
た

い
と

考
え

ま
す

。

　
開

設
準

備
委

員
会

で
の

検
討

事
項

以
外

の
も

の
で

も
統

合
に

向
け

た
準

備
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
い

ず
れ

も
統

合
対

象
校

間
で

共
通

理
解

を
図

っ
た

り
、

準
備

を
進

め
た

り
す

る
こ

と
が

必
要

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

※
開

設
準

備
委

員
会

で
検

討
す

る
事

項
に

つ
い

て
は

、
Ｎ

Ｏ
２

～
８

参
照

。
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N
o
.

ご
意
見

対
応

1
9

　
統

合
校

は
間

口
を

広
げ

、
地

域
と

の
活

動
を

た
く

さ
ん

行
う

高
校

に
し

て
ほ

し
い

。

2
0

　
県

立
高

校
の

授
業

に
お

い
て

、
地

域
や

民
間

が
授

業
に

関
わ

る
こ

と
は

で
き

な
い

か
。

高
校

生
の

う
ち

に
色

々
な

こ
と

を
経

験
さ

せ
た

い
と

思
う

し
、

地
域

の
色

を
出

し
た

教
育

も
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
る

。

2
1

　
地

域
の

こ
と

を
学

ぶ
た

め
に

、
地

域
の

歴
史

、
地

域
の

地
理

、
地

域
の

経
済

等
と

い
っ

た
、

「
地

域
」

と
い

う
文

字
を

つ
け

た
授

業
を

、
統

合
校

で
は

増
や

し
て

ほ
し

い
。

2
2

　
総

合
学

科
と

工
業

科
に

お
け

る
決

め
ら

れ
た

科
目

だ
け

で
は

な
く

、
地

域
に

必
要

な
科

目
を

一
緒

に
考

え
て

作
っ

て
ほ

し
い

。

　
い

た
だ

い
た

ご
意

見
に

つ
い

て
は

、
令

和
７

年
度

の
開

設
準

備
委

員
会

で
検

討
す

る
こ

と
と

な
り

ま
す

の
で

、
準

備
委

員
会

に
繋

げ
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

　
両

校
で

は
、

現
状

に
お

い
て

も
各

校
と

も
地

域
と

の
連

携
を

密
に

し
な

が
ら

魅
力

あ
る

教
育

活
動

を
展

開
し

て
い

ま
す

。

　
現

在
、

生
徒

一
人

一
人

の
「

ふ
る

さ
と

あ
お

も
り

」
へ

の
愛

着
や

誇
り

、
夢

を
抱

き
未

来
に

向
か

っ
て

挑
戦

す
る

意
欲

を
醸

成
す

る
た

め
に

、
地

域
資

源
や

人
財

を
活

用
し

て
、

高
校

の
所

在
地

及
び

自
身

の
居

住
地

域
等

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

学
習

で
あ

る
「

あ
お

も
り

創
造

学
」

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

  
令

和
５

年
度

の
「

あ
お

も
り

創
造

学
」

の
大

テ
ー

マ
は

、

　
大

湊
高

校
は

「
下

北
H

E
R

O
E

S
～

地
域

で
働

く
ヒ

ー
ロ

ー
を

探
せ

～
」

、

　
む

つ
工

業
高

校
は

「
ジ

オ
パ

ー
ク

っ
て

何
だ

⁉
～

下
北

ジ
オ

パ
ー

ク
か

ら
は

じ
め

る
地

域
理

解
～

」

で
す

。

【
こ

れ
ま

で
の

地
域

と
連

携
し

た
教

育
の

例
】

大
湊

高
校

：
む

つ
市

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
出

前
講

座
や

実
習

む
つ

工
業

高
校

：
Ｊ

Ａ
Ｍ

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｃ

と
の

共
同

研
究
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２
　
情
報
交
換
、
開
設
準
備
委
員
会
に
関
す
る
こ
と

N
o
.

ご
意
見

対
応

2
3

　
こ

の
よ

う
な

情
報

交
換

を
何

度
も

重
ね

な
い

と
、

お
互

い
に

信
頼

関
係

は
得

ら
れ

な
い

だ
ろ

う
。

そ
の

た
め

に
も

、
何

度
も

場
を

設
け

る
こ

と
を

お
願

い
し

た
い

。

2
4

　
今

の
小

学
校

の
保

護
者

た
ち

へ
統

合
校

に
係

る
説

明
と

意
見

聴
取

を
し

て
ほ

し
い

。

2
5

　
地

域
住

民
と

の
情

報
交

換
や

地
域

住
民

へ
広

く
説

明
会

を
行

う
予

定
は

あ
る

か
。

2
6

　
情

報
交

換
会

は
県

教
育

委
員

会
の

中
で

ど
う

い
う

位
置

づ
け

な
の

か
。

ど
う

い
う

根
拠

で
行

っ
て

い
る

の
か

。

2
7

情
報

交
換

会
で

出
た

意
見

等
を

開
設

準
備

委
員

会
に

繋
ぐ

と
言

っ
て

い
る

が
、

繋
ぐ

と
い

う
担

保
は

あ
る

の
か

。

2
8

　
学

科
・

学
級

数
が

決
ま

っ
て

い
る

の
な

ら
、

情
報

交
換

会
で

意
見

を
出

し
て

も
、

取
り

入
れ

ら
れ

な
い

の
で

は
な

い
か

。
情

報
交

換
会

は
意

味
が

あ
る

の
か

。

2
9

　
開

設
準

備
委

員
会

の
委

員
構

成
に

つ
い

て
、

個
人

ま
で

も
う

決
ま

っ
て

い
る

の
か

。
県

教
育

委
員

会
に

と
っ

て
都

合
の

良
い

委
員

だ
け

に
な

ら
な

い
よ

う
、

各
業

界
の

代
表

者
を

入
れ

る
等

、
公

平
な

委
員

構
成

に
し

て
ほ

し
い

。

3
0

　
開

設
準

備
委

員
会

の
委

員
構

成
に

つ
い

て
、

学
校

関
係

者
だ

け
で

は
な

く
、

地
域

も
入

れ
て

ほ
し

い
。

そ
の

上
で

、
地

域
の

要
望

を
広

く
吸

い
上

げ
て

ほ
し

い
。

　
下

北
地

区
統

合
校

の
開

設
に

向
け

て
、

質
問

や
具

体
的

な
御

意
見

を
い

た
だ

く
た

め
、

学
校

や
地

域
の

関
係

者
等

と
個

別
に

情
報

交
換

を
行

い
、

対
話

を
し

て
き

た
と

こ
ろ

で
す

。

　
今

後
は

、
令

和
７

年
度

に
設

置
す

る
開

設
準

備
委

員
会

に
対

し
、

下
北

地
域

の
意

見
を

届
け

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
設

置
さ

れ
た

下
北

地
区

統
合

校
検

討
委

員
会

で
、

地
域

の
御

意
見

を
伺

う
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
の

御
意

見
を

開
設

準
備

委
員

会
に

繋
げ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
第

１
期

実
施

計
画

期
間

に
お

け
る

統
合

事
例

で
は

、
開

設
準

備
委

員
会

の
委

員
構

成
と

し
て

、
統

合
の

対
象

と
な

る
高

校
の

校
長

や
、

後
援

会
等

の
外

郭
団

体
代

表
、

関
係

市
町

村
教

育
委

員
会

教
育

長
等

で
構

成
し

た
と

こ
ろ

で
す

。

　
第

２
期

実
施

計
画

の
統

合
に

お
け

る
開

設
準

備
委

員
会

の
委

員
構

成
に

つ
い

て
は

、
県

教
育

委
員

会
会

議
に

お
い

て
、

産
業

界
関

係
者

な
ど

に
も

参
加

し
て

い
た

だ
き

、
地

域
の

意
見

を
丁

寧
に

伺
い

な
が

ら
、

開
設

に
向

け
た

準
備

を
進

め
る

よ
う

提
案

が
あ

っ
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
こ

の
こ

と
も

踏
ま

え
な

が
ら

、
委

員
構

成
を

検
討

し
て

参
り

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

27



３
　
施
設
整
備
に
関
す
る
こ
と

N
o
.

ご
意
見

対
応

3
1

　
令

和
４

年
度

か
ら

情
報

交
換

、
令

和
７

年
度

に
開

設
準

備
委

員
会

、
令

和
８

年
度

に
開

設
準

備
室

、
令

和
９

年
度

に
統

合
校

開
校

、
と

い
う

教
育

内
容

等
を

検
討

す
る

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
対

し
、

施
設

整
備

は
令

和
４

年
度

に
改

築
基

本
計

画
、

令
和

５
年

度
か

ら
設

計
・

工
事

開
始

と
な

っ
て

い
る

。
具

体
的

な
教

育
内

容
が

決
ま

ら
な

い
の

に
、

施
設

整
備

を
進

め
る

こ
と

は
で

き
な

い
の

で
は

な
い

か
。

　
下

北
地

区
統

合
校

の
学

科
及

び
学

級
数

は
総

合
学

科
３

学
級

（
現

在
の

大
湊

高
校

の
４

系
列

を
基

本
）

、
工

業
科

２
学

級
（

機
械

科
、

電
気

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

科
）

と
決

定
し

て
お

り
ま

す
。

　
校

舎
等

の
施

設
整

備
に

つ
い

て
は

、
統

合
校

の
学

科
及

び
学

級
数

を
踏

ま
え

整
備

す
る

予
定

で
あ

り
、

現
在

の
大

湊
高

校
の

人
文

科
学

、
自

然
科

学
、

健
康

福
祉

、
情

報
ビ

ジ
ネ

ス
及

び
む

つ
工

業
高

校
の

機

械
、

電
気

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
関

す
る

教
育

活
動

を
基

本
と

し
つ

つ
、

両
校

か
ら

意
見

を
伺

い
な

が
ら

、
計

画
的

に
行

う
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。

　
な

お
、

主
に

２
学

年
か

ら
の

実
習

に
必

要
と

な
る

機
械

・
器

具
等

の
設

備
整

備
に

つ
い

て
は

、
開

設
準

備
委

員
会

に
よ

る
教

育
活

動
の

検
討

等
を

踏
ま

え
、

対
応

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

3
2

　
基

本
計

画
を

今
年

度
行

う
こ

と
と

な
っ

て
い

る
が

、
基

本
計

画
を

作
っ

て
し

ま
っ

て
、

令
和

７
年

度
か

ら
開

設
準

備
委

員
会

で
具

体
的

な
こ

と
を

決
め

て
い

く
と

、
学

校
の

先
生

の
意

見
は

聞
か

な
い

こ
と

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。

　
基

本
計

画
は

主
に

建
築

基
準

法
等

の
法

的
制

限
の

確
認

、
校

舎
等

の
配

置
計

画
や

こ
れ

に
基

づ
く

整
備

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
、

技
術

的
な

内
容

に
つ

い
て

検
討

・
整

理
す

る
も

の
で

あ
り

、
施

設
整

備
を

所
管

す
る

課
と

学
校

と
で

複
数

回
打

合
せ

を
し

な
が

ら
基

本
計

画
を

策
定

し
て

き
た

と
こ

ろ
で

す
。

3
3

　
改

築
基

本
計

画
が

完
成

し
た

後
、

計
画

に
つ

い
て

説
明

し
た

上
で

、
意

見
交

換
を

し
て

も
ら

え
る

の
か

。
 
 
校

舎
の

見
た

目
等

、
ど

う
い

っ
た

校
舎

に
な

る
の

か
気

に
な

る
と

こ
ろ

。

　
令

和
５

年
６

月
２

９
日

に
開

催
さ

れ
た

第
１

回
下

北
地

区
統

合
校

検
討

委
員

会
に

お
い

て
、

基
本

計
画

に
つ

い
て

説
明

し
た

と
こ

ろ
で

す
。
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N
o
.

ご
意
見

対
応

3
4

　
同

窓
会

が
自

由
に

使
用

で
き

る
部

屋
が

あ
っ

た
り

、
歴

代
校

長
の

写
真

を
展

示
し

た
り

、
記

念
物

品
等

を
保

管
・

展
示

で
き

る
部

屋
は

確
保

で
き

る
の

か
。

　
記

念
物

品
等

を
保

管
・

展
示

す
る

部
屋

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

も
整

備
し

て
き

て
お

り
ま

す
の

で
、

統
合

校
に

お
い

て
も

予
定

し
て

お
り

ま
す

。

　
な

お
、

部
屋

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

学
校

と
相

談
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。

3
5

　
む

つ
工

業
高

校
に

お
い

て
は

、
新

校
舎

を
今

の
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
位

置
に

新
築

す
る

場
合

、
新

校
舎

と
生

徒
会

館
が

離
れ

る
こ

と
に

な
り

、
利

便
性

が
心

配
で

あ
る

。
生

徒
会

館
は

５
年

前
に

建
て

た
ば

か
り

で
あ

り
、

取
り

壊
す

の
は

も
っ

た
い

な
い

。
生

徒
会

館
を

生
か

せ
る

よ
う

に
検

討
し

て
ほ

し
い

。

　
む

つ
工

業
高

校
の

生
徒

会
館

の
取

り
こ

わ
し

は
考

え
て

お
り

ま
せ

ん
。

　
一

方
で

、
生

徒
の

利
便

性
が

損
な

わ
れ

な
い

よ
う

、
今

後
、

学
校

と
相

談
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま

す
。

3
6

　
む

つ
工

業
高

校
の

敷
地

は
狭

い
。

あ
そ

こ
で

間
に

合
う

の
か

。
市

道
が

狭
い

。
統

合
す

る
と

、
ス

ク
ー

ル
バ

ス
と

生
徒

の
送

迎
車

で
渋

滞
に

な
る

だ
ろ

う
。

今
で

も
混

雑
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
校

地
を

バ
イ

パ
ス

沿
い

に
移

す
こ

と
を

要
望

し
た

い
。

　
下

北
地

区
統

合
校

の
設

置
場

所
に

つ
い

て
は

、
教

育
委

員
会

会
議

を
経

て
、

生
徒

の
通

学
利

便
性

を
考

慮
し

、
む

つ
工

業
高

校
の

校
地

と
し

て
第

２
期

実
施

計
画

が
策

定
さ

れ
た

も
の

で
す

。

　
な

お
、

基
本

計
画

で
は

、
渋

滞
が

緩
和

さ
れ

る
よ

う
校

舎
等

を
配

置
し

、
生

徒
が

敷
地

内
に

お
い

て
安

全
に

乗
降

で
き

る
よ

う
動

線
が

計
画

さ
れ

た
と

こ
ろ

で
す

。

3
7

　
大

湊
高

校
は

野
球

部
が

強
く

、
野

球
場

の
設

備
も

整
っ

て
い

る
が

、
む

つ
工

業
高

校
の

野
球

場
は

狭
い

。
大

湊
高

校
の

野
球

場
を

活
用

す
る

手
段

等
は

考
え

て
い

る
か

。

　
基

本
計

画
で

は
、

む
つ

工
業

高
校

の
敷

地
内

に
野

球
場

を
整

備
す

る
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

　
一

方
で

、
大

湊
高

校
の

施
設

を
活

用
す

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
教

育
上

の
効

果
等

に
つ

い
て

、
今

後
、

学
校

と
相

談
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
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４
　
そ
の
他

N
o
.

ご
意
見

対
応

3
8

　
「

大
湊

」
の

名
前

は
校

名
に

残
し

て
ほ

し
い

。
　

校
名

は
、

令
和

７
年

度
の

開
設

準
備

委
員

会
で

検
討

す
る

予
定

で
す

。
い

た
だ

い
た

ご
意

見
に

つ
い

て

は
、

開
設

準
備

委
員

会
へ

繋
ぎ

ま
す

。

3
9

　
他

の
統

合
校

は
こ

の
よ

う
に

同
窓

会
間

で
や

り
取

り
し

た
等

の
事

例
を

示
し

て
ほ

し
い

。
ま

た
、

両
校

同
窓

会
で

協
議

等
す

る
時

に
は

、
県

教
育

委
員

会
に

も
入

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

う
。

4
0

　
統

合
校

の
生

徒
が

後
援

会
の

恩
恵

を
令

和
９

年
度

か
ら

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

県
教

育
委

員
会

に
は

新
後

援
会

の
設

置
等

に
係

る
検

討
に

ご
協

力
い

た
だ

き
た

い
。

4
1

　
教

育
委

員
に

、
下

北
の

地
域

の
こ

と
、

大
湊

高
校

及
び

む
つ

工
業

高
校

が
ど

う
い

う
教

育
を

し
て

い
る

の
か

、
と

い
う

こ
と

を
見

に
来

て
も

ら
っ

て
理

解
し

て
ほ

し
い

。

　
令

和
３

年
７

月
に

教
育

委
員

が
両

校
を

視
察

し
、

第
２

期
実

施
計

画
を

検
討

し
た

も
の

で
す

。
な

お
、

そ
の

後
教

育
委

員
と

な
っ

た
委

員
も

両
校

を
視

察
し

て
お

り
ま

す
。

4
2

　
大

湊
高

校
、

む
つ

工
業

高
校

、
高

校
改

革
室

で
徳

島
県

の
先

進
事

例
を

視
察

し
た

そ
う

だ
が

、
私

た
ち

も
統

合
校

の
先

進
事

例
を

視
察

し
て

み
た

い
。

そ
の

よ
う

な
機

会
を

つ
く

っ
て

ほ
し

い
。

　
先

進
事

例
に

つ
い

て
は

、
両

校
が

令
和

４
年

９
月

2
9
日

、
3
0
日

に
徳

島
県

を
視

察
し

、
令

和
４

年
1
0
月

2
7
日

の
大

湊
高

校
・

む
つ

工
業

高
校

の
合

同
情

報
交

換
の

際
に

紹
介

し
た

と
こ

ろ
で

す
。

　
今

後
の

先
進

事
例

視
察

に
つ

い
て

は
、

高
等

学
校

教
育

改
革

推
進

室
で

は
、

現
段

階
で

計
画

し
て

お
り

ま
せ

ん
。

　
両

校
の

後
援

会
と

も
一

般
財

団
法

人
（

Ｈ
2
0
年

1
2
月

施
行

の
法

人
改

革
に

よ
り

、
両

後
援

会
は

一
般

財

団
法

人
に

移
行

済
み

）
で

あ
り

、
両

後
援

会
と

も
行

政
庁

（
青

森
県

）
の

監
督

下
か

ら
外

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
解

散
や

合
併

等
に

つ
い

て
、

関
係

す
る

法
律

等
に

基
づ

き
、

両
後

援
会

同
士

で
の

検
討

を
進

め
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

　
な

お
、

こ
れ

ま
で

、
統

合
し

た
学

校
に

お
け

る
開

設
準

備
室

の
業

務
整

理
状

況
を

両
校

に
情

報
提

供
し

て
お

り
、

両
校

で
は

そ
れ

を
参

考
に

進
め

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。

　
両

校
間

で
話

し
合

っ
て

進
め

て
い

く
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

が
、

相
談

等
に

つ
い

て
は

可
能

な
限

り
対

応
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

の
で

、
い

つ
で

も
お

寄
せ

く
だ

さ
い

。
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